




























上 中の上中の下下の上下の下 N 
男性 2.0 24.8 49.0 18.1 6.1 2，392 
1985 女性 2.1 27.6 50.2 15.6 4.4 1，376 
合計 2.0 25.8 49.4 17.2 5.5 3，768 
男性 1.5 26.7 49.1 16.7 6.1 2，374 
1995 女性 1.1 31.0 49.7 14.0 4.1 2，778 
合計 1.3 29.0 49.4 15.2 5.0 5，102 
1985年:X2=10.745， p<瓜， 1995年:x2=24目509，p<目001
「社会階層と社会移動J全国調査については付録l参照。なお，1985
年デー タは男性A票，男性B票，女性票の合併デー タを， 1995年


















































































あるいは時，点間比較へとシフトしつつある(例えば， Baxter 1994， Luo and 






































































































































and Gohm 2000) ，その理由は必ずしも明らかではない。ともあれ，生活満
足感と階層帰属意識の聞の因果関係については検討がなされており，，生活





















































上 中の上 中の下下の上下の下 N 
男性 1.2 26.0 52.9 16.4 3.4 815 
女性 1.1 32.9 52.2 11.0 2.8 994 






























































































独立変数 モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5






















.043判事 .038日本 042*'* 
066付帯 .054叫* .057村*
調整済R' .094*** .047*村 .108'村 ー116村ネ 107判事
N781 740 749 747 729 
本モデル4とモデル5では，多重共線性を回避するため本人収入と配偶者収入を使用
しない。
***: p<.OOl，事*:p<.Ol， *: p<.05 




独立変数 モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5
切片 2.250**' 2.354 ..* 2.357叫* 2.018*'* 2.148叫*
本人
属性
教育年数 .028* -.001 
職業威信 .010叫 .008' 















































モデル l モデル 2 モデル 3 モデル 4 モデル 5 モデル 6
切片 1.825日市 1.778'事* 2.371・*本 2.248事事* 2.225"* 2.257**事






E調識測器i ジェンダー(女性) .376'噂噂 .507 .088" .099 .158キ字率 .093 
..・ー ・ー・・・・・・・・・『ーーー -ー-------------------------ーーー-------ー・・ーーーーー-----ー・・.-ーーーーー----・ー・値--ーーーーー------ー---ーーー ・ー・・・・・・ー骨伺------------骨----------------帽-----
教育年数 .025事権 目。32本
[γ 
配偶者属性 職業威信 .006事* .006 、くi
収入 .052"* .067*** H 

















.司帽『・・・・・・・・ーーー ・ー・ー ・ー・・・・・ー・・・ーーー -ー-------------------ー--咽ーーーーー・・・・ー------------咽ーーー骨骨ーーーーー--------骨骨ーーーーー-------_-----------ーーーーーーーーー -ー-_-・ー-ー.ーーーーー -ー- むも
交互作用 世帯収入×女性 .ー009 薄型
(世帯属性)
財産数×女性 .020 
調整済 R2 .074*'事 0ー74事.. .075本事* .075*** .124叫* .124*事事







モデル 1 モデル 2 モデル 3 モデlレ4 モデル 5
















1 G， FI， NP， LS， G本FI，G*NP， G*LS n.S. 
2 G， RE， RO， RI， LS， G*RE， G事RO，G*RI， G'LS n.S. 
3G， SE， SO， SI， LS， G*SE， G*SO， G*SI， GキLS nふ
*記号の意味は以下の通り :G=ジェンダー(女性=1)，RE=回答者教育年数， SE= 
配偶者教育年数， RO=回答者職業威信スコア， SO=配偶者職業威信スコア， RI= 











































































































































***・ pく.001，本本:p<.Ol， *: p<.05 



































モデル1 モデル2 モデル3 モデル l モデル2 モデル3












世帯収入 .040'" .034*ネ* 理
世帯属'性 斗
財産数 .066*字率 .081*キヰ むも
調整済 R' 106梅本* .053市*本 .115**ヰ 048*市* .087常事事 .125*キホ 薄型
N 762 725 733 937 853 854 

















































2) 調査時期:1985 年 11 月 ~1986 年 2 月， 1995 年 10 月 ~11 月
3) 調査対象:20歳以上69歳以下の男女 (85年， 95年)
4) サンプリング法:層化2段階抽出法 (85年， 95年)
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学理論 (Brickmanand Campbell1971， Brickman and Coates 1978など)， 
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